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《 輸入大豆 》 

１７／１８年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が５月１０日発表した、今年初めての１７／１８年度の世界大豆生産・需給予測

によれば、生産量は中国等で増加するものの、ブラジルや米国での減産を反映し、前年比１.

０％減の３億４，４６８万トンとなりました。 

消費量は中国や米国などで増加することから史上最高となる見込みとなり、その結果、期末

在庫は前年比１.５％減の８，８８１万トンとなっています。 

 また、同日発表された米国大豆生産・需給予測によると、作付面積は前年度から大きく拡大

する見通しとなっていますが、単収が史上最高を記録した前年度から低下することにより生産

量は前年比１.２％減の１億１，５８０万トンを見込んでいます。 

 

１７/１８年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億４，４６８万ｔ （対前年比     １.０％減） 

消 費 量 ３億４，４２１万ｔ （対前年比     ３.９％増） 

期末在庫量 ８，８８１万ｔ   （対前年比     １.５％減） 

期末在庫率 ２５.８％      （対前年度差 １.４ポイント減） 

１７/１８年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億１,５８０万ｔ （対前年比     １.２％減） 

消 費 量 ５，６７５万ｔ   （対前年比     ２.１％増） 

輸 出 量 ５，８５１万ｔ   （対前年比     ４.９％増） 

期末在庫量 １，３０８万ｔ   （対前年比    １０.４％増） 

期末在庫率 １１.３％     （対前年度差 ０.７ポイント増） 

 

 

〇５月７日現在の米国大豆作付率は１４％、前年を下回る 

 アメリカ農務省は５月８日発表した、５月７日現在の米国大豆作付率は主要１８州平均で 

１４％（前週１０％、前年２１％、平年１７％）と前年を７ポイント、平年を３ポイント下回

って推移しています。ルイジアナ州で平年を２１ポイント上回る７６％となっている一方で 

ミネソタ州では平年を２０ポイント、前年を３６ポイント下回っており、今後の天候回復が期

待されます。 

  

〇１７年産カナダ大豆作付は２７％増、史上最高を更新 

 カナダ統計局がこのほど発表した、３月末現在の１７年産主要農産物の作付意向調査によれ

ば、大豆の作付面積は前年比２７％増の６９６万エーカーと大幅に増加し、史上最高を更新し

ました。大豆の作付は主要生産州でいずれも増加見通しになっており、オンタリオ州やケベッ

ク州でも１０％以上の増加率で史上最高を更新する見通しとなっています。 
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〇世界のＧＭ大豆の現状について報告－国際アグリバイオ事業団 

 国際アグリバイオ事業団がこのほどまとめた報告書によると、ＧＭ大豆は世界で９，１４０

万 ha 栽培されており、世界のＧＭ作物総作付面積の５０％を占めました。世界の大豆生産の

内、７８％がＧＭ品種となっており、その中でＧＭ品種の割合が９０％を超えるのは、アメリ

カ、ブラジル、アルゼンチン、カナダなど主要産地が軒並み名を連ねました。 

 

《 国産大豆 》 

〇平成２８年産国産大豆入札情報 

 平成２８年産国産大豆の４月の入札結果が、日本特産農産物協会より発表されました。 

それによると、上場数量が８，２８２トンで、落札数量が４，０７３トン、落札率は４９％

という結果となりました。平均落札価格は、６０ｋｇ／９，４０３円となり、前月と比較する

と、６０ｋｇ／１３８円値下がりしました。 

 普通大豆の銘柄別では、九州産フクユタカが前月から若干値下がりする一方で宮城県産ミヤ

ギシロメが６０ｋｇで２００円程値上がりするなど産地や品種によってまちまちの傾向が見

られました。 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １６年 １２月   ５，００９ｔ    ２，０２０ｔ     ４０％  

  １７年  １月   ７，１７８ｔ    ３，５６３ｔ     ５０％  

  １７年  ２月  １０，１３４ｔ    ５，１６９ｔ     ５１％  

  １７年  ３月   ９，８１９ｔ    ４，７５８ｔ     ４８％ 

１７年  ４月   ８，２８２ｔ    ４，０７３ｔ     ４９％ 

                                                 

    合 計   ４０，４２２ｔ   １９，５８３ｔ     ４８％ 

 

《 トピックス 》 

〇２９年産播種前入札は平均９，３１９円、九州産フクユタカなど全量落札 

 日本特農産物協会は４月２８日、２９年産大豆の播種前入札（試験導入）の結果を発表しま

した。それによると６０ｋｇ当たりの平均落札価格は９，３１９円となり、上場数量１万２，

１５７ｔに対して落札量は４，４８５ｔ、落札率は３７％でした。九州産フクユタカが全量１

万円以上で落札される一方、その他の品種の落札率は低く、品種毎の人気差が表れた格好とな

りました。 

この結果から九州産フクユタカは通常入札で１万円を下回ることは考えにくく、その他の品

種は条件次第では通常入札の方が安くなるかもしれません。総じて一部の品種を絶対に確保す

る必要がある人が積極的に入札したものと思われます。 


